
　

昨
年
3
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
、
被
災
地
周
辺

の
森
林
は
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
被
害
に
つ
い
て
は
未

だ
調
査
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
3
月
ま
で
に
判
明
し
た

林
野
関
係
被
害
面
積
は
3
9
5
6
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
被
害
総
額
は

2
1
5
5
億
円
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
様
々
な
立
場
の
人
々
が
立
ち
上
が
り
、
森

林
の
再
生
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
森
林
資
源
を
活
用
し
て
震

災
か
ら
の
復
興
を
図
る
活
動
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
そ
ん
な
森
と
木
の
チ
カ
ラ
で
日
本
を
元

気
に
す
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

special
edition 特集

日
本
を
元
気
に
！

の で

区分
民有林 国有林 合計

箇所数 金額 箇所数 金額  箇所数 金額
林地荒廃 412 24,914 46 9,666 458 34,580
治山施設 247 97,791 28 28,420 275 126,211

林道施設等 2,356 3,836 276 328 2,632 4,164
森林被害（面積ヘクタール) (1,065) 960 (-) - (1,065) 960

木材加工・流通施設 115 46,697 - - 115 46,697
特用林産施設等 476 2,923 - - 476 2,923

（面積ヘクタール)
合計

(1,065)
3,606 177,120 (-)

350 38,414 （1,065）
3,956 215,535

東日本大震災による林野関係の被害箇所　（平成24年３月５日現在）

注：被害箇所、被害金額については調査中。
　：林道施設等は、山村環境施設が含まれる。
　：特用林産施設等は、苗畑施設・林構施設(木材加工・流通施設を除く)が含まれる。
　：四捨五入のため合計額の数値が一致しない場合がある。

（単位：被害額、百万円）
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森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
て

　

我
が
国
は
、
国
土
の
約
３
分
の

２
に
当
た
る
２
５
０
０
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
が
森
林
と
い
う
、
緑
豊
か
な「
森

林
国
」で
す
。

　

し
か
し
、
我
が
国
の
森
林
・
林

業
・
木
材
産
業
は
厳
し
い
状
況
に

あ
り
、
長
い
年
月
を
か
け
て
育
ま

れ
て
き
た
森
林
を
将
来
世
代
に
残

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
私

た
ち
は
重
大
な
局
面
に
立
た
さ
れ

森林管理・環境保全直接支払制度

①間伐、更新伐は路網を活用した搬出への支援に転換
　この制度では、利用可能な伐採木を搬出せず林内に放置され
ていることが多かった従来の制度を改め、森林経営計画の区域
内で、一定量（実施面積１ヘクタール当たり平均10㎥以上）の木
材を搬出している場合について支援することとしています。
　これにより、木材の搬出材積に見合った助成が行えます。

②集約化や路網整備の推進による施業の低コスト化
　間伐等の補助単価については、低コスト化に取り組んでいる
事業体を参考に、主な作業の種類ごとに国が標準的な作業工程
を提示します。これに基づき都道府県が労賃等を加味して単価
を設定する方式とし、低コスト化の取組みを単価に反映し、採
算性の向上を図っていきます 。

　平成23年度から、適正な森林管理により、国土の保全・水源の涵

養等、森林の有する公益的機能を十全に発揮させるとともに、京都

議定書の削減目標達成に必要な森林吸収量を確保するため、面的ま

とまりをもって計画的に、間伐等の森林整備を実施する森林所有者

等を直接支援する「森林管理・環境保全直接支払制度」が開始されま

した。

○地拵え、植栽等
○下刈り（10年生以下）
○枝打ち（30年生以下）
○雪起こし（25年生以下）
○倒木起こし（25年生以下）
○除伐等（25年生以下）
○間伐（60年生以下）
○更新伐（90年生以下）
○付帯施設等整備
　◦鳥獣害防止施設等 ◦荒廃竹林等
○森林作業道整備

搬出間伐

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
強
い
危
機
感
の
も

と
、
農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
21

年
12
月
に
、
10
年
後
の
木
材
自
給

率
50
％
以
上
を
目
指
す
べ
き
姿
と

し
て
掲
げ
た「
森
林
・
林
業
再
生
プ

ラ
ン
」を
作
成
・
公
表
す
る
と
と
も

に
、
我
が
国
の
森
林
・
林
業
を
早

急
に
再
生
す
る
た
め
の
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。

  

こ
の
う
ち
、
森
林
整
備
事
業
で

は
、 

我
が
国
の
森
林
資
源
を
最
大

限
有
効
に
活
用
し
て
森
林
・
林
業

を
再
生
し
、
持
続
的
な
森
林
経
営

の
確
立
と
国
産
材
の
安
定
供
給
体

制
を
構
築
す
る
た
め
、
森
林
管
理
・

環
境
保
全
直
接
支
払
制
度
を
導
入

し
、
多
様
な
森
林
の
整
備
、
森
林

施
業
の
集
約
化
や
路
網
整
備
を
推

進
す
る
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
に
必

要
な
木
材
の
供
給
も
進
め
ま
す
。

支援対象となる主な作業

林野 2012.45



通
行
を
想
定

　

◦
一
般
車
の
通
行
も
想
定
し
安
全

施
設
を
完

備

②
林
業
専
用

道
の
整
備

　

幹
線
と
な
る

林
道
を
補
完
し
、

森
林
作
業
道
と

組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、

木
材
輸
送
機
能
を
強
化
・
補
完
し

ま
す
。

　

◦
主
と
し
て
森
林
施
業
を
行
う

た
め
に
利
用
さ
れ
る
恒
久
的

公
共
施
設

　

◦
10
ト
ン
積
程
度
の
ト
ラ
ッ
ク

や
林
業
用
車
両（
大
型
ホ
イ
ー

ル
フ
ォ
ワ
ー
ダ
等
）の
走
行
を

想
定

　

◦
必
要
最
小
限
の
規
格
・
構
造

を
有
す
る
丈
夫
で
簡
易
な
道

③
森
林
作
業
道
の
整
備

　

導
入
す
る
作
業
シ
ス
テ
ム
に
対

応
し
、
森
林
整
備
の
促
進
を
図
り

ま
す
。

　

◦
森
林
所
有
者
や
林
業
事
業
体

な
ど
、
特
定
の
者
が
森
林
施

間伐を行うことによる効果
森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
・
増

進
に
役
立
ち
ま
す
。

　

森
林
の
木
を
伐
採
す
る
と
き
、
一

度
に
全
部
伐
ら
ず
に
必
要
な
分
だ

け
抜
き
伐
り
し
、
そ
の
跡
に
若
い

木
を
育
て
、
年
齢
や
樹
種
の
違
う

木
で
構
成
さ
れ

る
複
層
状
態
の

森
林
を
つ
く
る

こ
と
を
育
成
複

層
林
施
業
と
い

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な

森
林
は
、
大
き

　

森
林
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
間

伐
は
、
木
々
の
成
長
に
よ
り
混
み

合
っ
た
森
林
の
木
の
一
部
を
伐
っ
て

本
数
密
度
を
調
整
す
る
作
業
で
す
。

間
伐
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
残
っ
た

木
々
の
成
長
を
促
す
だ
け
で
な
く

間伐を行うことで…
①病害虫、風雪害などに対して抵抗性の高い健全な森林と
なります。
②幹の直径成長を促し、年輪幅の整った、利用価値の高い
木材を生産します。
③ 曲 がり木 や あ ば
れ木などが除かれ、
まっすぐで良質な木
材が生産できます。
④主伐までの間に、
数回、木材を収穫で
きます。

地球温暖化防止にも貢献します…
　（独）森林総合研究所の調査によれば、適切な間伐を実施
した森林は、間伐未実施の森林に比べ、伐採木を含めた森
林バイオマス全体の二酸化炭素吸収量が多くなるとされて
います。
　さらに、京都議定書における森林吸収量としてカウント
されるには、平成２年以降に間伐等の手入れが行われてい
る必要があるため、今後の間伐は京都議定書の目標達成に
も貢献します。

な
木
を
伐
採
し
て
も
小
さ
な
木
が

残
り
、
常
に
林
地
が
樹
木
で
覆
わ

れ
る
た
め
、
森
林
の
も
つ
様
々
な

機
能
を
持
続
的
に
発
揮
で
き
ま
す
。

　

我
が
国
の
人
工
林
で
は
、
今
後
、

伐
期
に
達
し
た
人
工
林
が
急
増
す

る
た
め
、
こ
れ
ら
全
て
を
伐
採
す

る
の
で
は
な
く
、
森
林
を
健
全
な

状
態
で
維
持
し
、
資
源
を
循
環
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
一
定
の
林
齢
に
達

し
て
い
る
人
工
林
を
対
象
に
、
抜

き
伐
り
や
苗
木
の
植
付
け
な
ど
に

よ
っ
て
、
長
期
の
複
層
林
へ
と
誘
導

す
る
長
期
育
成
循
環
施
業
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

間伐していない森林

間伐した森林

育
成
複
層
林
施
業
の
推
進

林業専用道

森林作業道

　

持
続
的

な
森
林
経

営
を
実
現

す
る
た
め

に
は
、
森

林
の
多
面

的
機
能
を

持
続
的
に

発
揮
し
て
い
く
基
盤
と
し
て
、
丈

夫
で
簡
易
な
壊
れ
に
く
い
道
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
路
網
を
構
成
す
る
道

を「
林
道
」、「
林
業
専
用
道
」、「
森

林
作
業
道
」の
３
つ
に
区
分
し
、
平

成
23
年
度
か
ら
新
し
い
路
網
の
区

分
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
た
適

切
な
組
合
せ
に
よ
り
、
長
期
に
わ

た
り
使
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し

た
路
網
整
備
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

①
林
道
の
整
備

　

効
率
的
な
森
林
の
整
備
、
地
域

産
業
の
振
興
等
を
図
り
ま
す
。

　

◦
原
則
と
し
て
不
特
定
多
数
の

者
が
利
用
可
能
な
恒
久
的
公

共
施
設

　

◦
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
車
両
の

丈
夫
で
簡
易
な
道
を
主
体
と
し
た

路
網
整
備
の
推
進

業
を
行
う
た
め
に
利
用

　

◦
主
と
し
て
林
業
機
械（
２
ト
ン

積
程
度
の
小
型
ト
ラ
ッ
ク
を

含
む
）の
走
行
を
想
定

　

◦
経
済
性
を
確
保
し
つ
つ
丈
夫

で
簡
易
な
構
造
と
す
る
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http://www.oisca.org/kaiganrin/東日本大震災復興　海岸林再生プロジェクト「クロマツお助け隊」
公益財団法人オイスカ

ふ
る
さ
と
の
浜
の
風
景
を
取
り
戻
す
た
め
に

　

国
内
外
で
植
林
活
動
を
行
う
公

益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ
が
取
り
組

ん
で
い
る
の
は
、
東
日
本
大
震
災

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
宮
城
県

名
取
市
の
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
。

　

お
よ
そ
４
０
０
年
前
か
ら
、
仙

海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

雪の残る育苗地に堆肥を施す作業。

クロマツお助け隊のキャラクター。
クロマツの親分と愛犬のタロウ。

台
平
野
一
帯
で
は
海
岸
林
が
造
成

さ
れ
、
飛
砂
や
塩
害
、
強
風
や
高

潮
か
ら
人
々
を
守
る
と
と
も
に
、

荒
廃
地
を
農
地
へ
と
変
え
て
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
津
波
に
よ
り
、
被
災
地
全
域
で

約
３
６
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
海
岸
林
が
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
宮
城
県
の

被
害
は
ほ
ぼ
そ
の
半
分
の

約
１
７
５
３
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
上
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ク
ロ
マ
ツ
お
助
け
隊
」

と
名
づ
け
ら
れ
た
海
岸

林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
10
年
計
画
で
被
災

地
住
民
の
有
志
に
よ
る

苗
木
生
産
グ
ル
ー
プ
が

約
50
万
本
の
ク
ロ
マ
ツ
の

苗
木
を
育
て
る
と
い
う
も

の
。
そ
の
根
底
に
は
、
ふ

る
さ
と
の
白
浜
に
ク
ロ
マ

ツ
の
並
ぶ
美
し
い
風
景
を

取
り
戻
す
こ
と
を
復
興
の

目
標
と
シ
ン
ボ
ル
に
し
た
い
と
い

う
地
元
住
民
の
願
い
が
あ
り
ま
す
。

　

活
動
の
中
心
と
な
る
地
元
・
名

取
市
の
苗
木
生
産
グ
ル
ー
プ
に

は
、
津
波
に
よ
る
壊
滅
的
な
被
害

に
よ
っ
て
農
産
物
を
つ
く
る
こ
と
が

困
難
に
な
っ
た
農
家
の
人
も
含
ま

れ
て
お
り
、
ク
ロ
マ
ツ
の
苗
木
を

育
て
る
こ
と
が
被
災
地
住
民
の
収

入
確
保
手
段
の
ひ
と
つ
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

クロマツの種まきを前に防風ネットを設置。

公益財団法人
オイスカ

「
ク
ロ
マ
ツ
お
助
け
隊
」

仙台国際センターで開催された、
林野庁主催の国際セミナー。

林野 2012.47



　

モ
ア
・
ト
ゥ
リ
ー
ズ（
m
o
r
e 

t
r
e
e
s
）は
、「
も
っ
と
木
を
」と

い
う
音
楽
家
・
坂
本
龍
一
氏
に
よ
る

呼
び
か
け
で
設
立
さ
れ
た
森
林
保

全
団
体
。
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

の
仕
組
み
な
ど
を
取
り
入
れ
、
持

続
可
能
な
森
づ
く
り
目
指
し
た
森

林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
国
内
外

11
か
所（
国
内
で
は
10
か
所
）で
進

め
て
い
ま
す
。

　
「
L
I
F
E
3
1
1
」
は
、「

森

林
・
林
業 

日
本
一
」を
目
指
す
自

治
体
と
し
て
F
S
C（
森
林
認
証
）

を
取
得
し
て
い
る
岩
手
県
住
田
町

を
拠
点
と
し
た
被
災
地
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
住
田
町
は
岩
手

県
の
東
南
部
に
位
置
し
、
震
災
で

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
陸
前
高

田
市
、
大
船
渡
市
、
釜
石
市
と
隣

接
す
る
内
陸
の
町
。
豊
富
な
森
林

資
源
と
木
材
加
工
施
設
を
持
ち
、

震
災
直
後
か
ら
町
独
自
の
取
り
組

み
と
し
て
、
地
域
材
を
活
用
し
た

木
造
仮
設
住
宅
の
建
設
に
着
手
し

ま
し
た
。

　
「
L
I
F
E
3
1
1
」は
、
住
田
町

の
仮
設
住
宅
の
建
設
支
援
と
、
木

質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
設
置
を

支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の

森
林
資
源
を
活
用
し
て
被
災
地
復

興
と
森
林
再
生
を
同
時
に
実
現
し

よ
う
と
い
う
も
の
。
木
造
仮
設
住

宅
は
、
そ
の
役
割
を
終
え
た
後
も

木
材
を
暖
房
燃
料
等
に
活
用
で
き

る
た
め
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て

の
利
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま

地域材を活用した木造仮設住宅。

http://life311.more-trees.org/被災地支援プロジェクト　LIFE311
一般社団法人モア・トゥリーズ

森
の
資
源
を
活
用
し
、
地
域
の
力
で
震
災
復
興
を

被
災
地
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

一般社団法人
モア・トゥリーズ

「
L
I
F
E
3
1
1
」

六本木ヒルズアリーナに建てられた木造仮設住宅。

た
、
木
材
加
工
時
に
出
る
端
材
や

か
ん
な
屑
な
ど
を
圧
縮
成
形
し
た

木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
燃
料
と
す
る
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
仮
設
住
宅
へ

の
設
置
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
７
月
に
は
東
京
都
の
六
本

木
ヒ
ル
ズ
に
木
製
仮
設
住
宅
を
展

示
し
、
被
災
地
支
援
を
呼
び
か
け

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
あ
わ
せ
て
、

森
林
資
源
の
活
用
が
震
災
復
興
に

役
立
つ
こ
と
を
示
す
こ
と
で
、
森
の

め
ぐ
み
に
対
す
る
再
認
識
と
林
業

活
性
化
を
訴
え
ま
し
た
。

木材加工時に出る端材や
かんな屑などを圧縮成形
した木質ペレット。

森林資源の活用
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special
edition 特集 の で 日本を元気に！

　釜石地方森林組合の
ある釜石市は、岩手県の
南東部、陸中海岸国立
公園のほぼ中央に位置し
ており、海洋の影響と地
理的条件から四季を通じ
て温暖な地域です。 三
陸漁場の中心港として、

「鉄と魚のまち」として発
展してきました。同組合

では、震災後、釜石市の市有林を
受託管理しているほか、震災の影
響で遅れた林道・歩道の整備や下
刈などの保育作業をボランティア
として行ってきました。
　昨年9月には、岩手県内の林業
団体を集め、震災で破損した養殖
筏用材の供給に向けた講習会を開
催。津波による被害を引き起こし
た海を、地元に観光と漁業資源な
ど様々な恩恵をあたえてきた本来
の姿へと戻す取り組みを行ってい
ます。

釜石地方森林組合MOTTAINAIキャンペーン

森から
三陸漁場復興を支援

日本の森林を元気に！
国産材を使った「MOTTAINAIの森」

　MOTTAINAIキャンペーンは、環
境分野の活動家として史上初の
ノーベル平和賞を受賞したケニア
出身の女性環境保護活動家、ワン
ガリ・マータイ氏が提唱した持続
可能な循環型社会の構築を目指す
活動です。
　平成17年からケニアの植林活動

「グ リーンベルト運動」を支援してきたMOTTAINAIキャンペー
ンが日本国内の森林環境に目を向けたのは昨年のこと。手入
れの行き届かない森林が増え、日本の森林が本来あるべき姿

を失ないつつあることを知った
のが始まりでした。
　こうした現状を「もったいな
い」ととらえ、生まれたのが、

「MOTTAINAIの森」シリーズ。木
を植え、育て、収穫し、上手に
使い、また植えるという日本の
森づくりの循環を大切にし、日
常生活で国産木材製品を使うこ
とで、日本の森林を元気にする
ことを狙いとしています。

株式会社ワイス・ワイス堀内ウッドクラフト

日本の森や自然環境を健康に、
ものづくりの産地を元気に

地球と子どもたちの未来を守る、
医療用木製玩具・ぷれぱらウッド

　家具メーカー、ワイス・ワイスのテーマは「国産材を使った家
具で森を守る」こと。そのため、長く使えるデザインを採用すると
ともに修理・再利用のサービスを行うこと、生産地や生産者が明
らかな国内産の木材を積極的に使用することなどにより、木材を
通した環境保全への取り組みを進めるとともに、森林を壊さない
木材調達と接着剤などに含まれる化学物質に対する対策、温暖化
防止対策などを実施しています。また、同社の使用する国産材の
産地は大半が東北地方のため、この取り組みは被災地復興の一
助ともなっています。
　昨年は「日本の木を使った家具をつくる、100年先の暮らしを
考える」を合い言葉にした「にっぽんの木　100年家具コンペティ
ション」を開催。大量生産、大量消費という20世紀型のライフス
タイルに対し、未来の世代に持続可能な循環型社会を手渡すた
め、家具づくりを通して100年先の豊かな暮らしと、世の中を素
敵にするしくみを考えていこうと呼びかけています。
　コンペティションの結果は現在ワイス・ワイスHPにて公開中です。

　ぷれぱらウッ
ドとは医療器機
の形をした木製
のおもちゃ。
　国産材を使用
した文具や漆器
を製造している
堀内ウッドクラフ
トが、神奈川県
森林再生課の協
力を得て小児医療従事者と共同で開発をした日本で初めての
小児医療用の木製玩具です。
　「入院中の子どもが、自分に行われる治療方法や手術当日の
準備などを知る事が出来る木製玩具を」と言う声に応えて開発
したもので、検査や手術の説明の際に、治療台やMRI、聴診
器などの木製玩具を使って医療従事者が説明したり、事前に
遊んでもらう事で、検査や手術に対する子どもたちの不安を
やわらげ、安心して治療に専念してもらうことを狙いとしてい
ます。
　木のぬくもりを生かした医療用玩具は看護学会でもたびた
び紹介され、国内の100を超す医療機関をはじめ、アメリカや
オランダ、香港の医療機関でも採用されています。

MOTTAINAIキャンペーン　http://mottainai.info/

株式会社ワイス・ワイス　http://www.wisewise.com/

100年家具コンペ
最優秀賞を受賞した
「Quru」

4種類の国産材を使用した
カッティングボード

養殖筏用材の供給に向けた講習会

大槌町有林から見た三陸漁場

受託管理している釜石市の市有林

堀内ウッドクラフト　http://www.horiuchiwoodcraft.com

国産シラカバを漆で仕
上げたしらかばカップ

秋田・岩手のクリ材を
集成し、開発した
テーブルとチェア
「SATOYAMA」シリーズ

林野 2012.49


